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川崎市総合計画有識者会議 

第１回会議 開催結果概要 

１．「川崎市総合計画有識者会議」について

これからの川崎の目指すべき方向性や取組を明らかにする「新たな総合計画」の策

定にあたり、専門的な意見や助言をいただく場として、「川崎市総合計画有識者会議」

をスタートしました。 

「川崎市総合計画有識者会議」では、それぞれの政策分野の重点テーマを中心に検

討を行います。 

また、新たなアイデア等を創造する場として、ゲストアドバイザー等を招いた「ラ

ウンドテーブル」を各回の会議と並行する形で開催していきます。 

併せて、別途設置する「川崎市総合計画市民検討会議」と検討内容を共有しながら、

新たな総合計画の検討を進めていきます。 

２．スケジュールについて

平成26年 10月 27日（開催済） 第 1回会議（策定方針、全国的な動向、市の概況） 

   10月 29日（開催済）第1回ラウンドテーブル（医療・介護連携） 

     11月 27日  第 2回ラウンドテーブル（社会デザイン） 

平成 27年 ２月１日  第 2回会議（社会福祉、子育て支援・教育等） 

     ３月 13日  第 3回ラウンドテーブル（都市拠点、交通体系）  

     3月 23日  第 3回会議（まちづくり・防災等） 

     ４月（予定）  第４回ラウンドテーブル（イノベーション） 

     ５月（予定）  第４回会議（産業・経済等） 

     ６月（予定）  第５回ラウンドテーブル（自然共生・住民自治） 

     ７月（予定）  第５回会議（緑・環境・文化・住民自治等） 

     ７月（予定）  第６回会議（素案について、進行管理） 
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日時：平成 26 年 10 月 27 日（月）16：00～18：00

会場：川崎市役所 第４庁舎 第３会議室
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３．委員

会議は下記の有識者により構成されています。 ※座長・副座長以外は５０音順 

氏名（敬称略） 分野 役職等 

涌井 史郎 （座長） ランドスケープ・環境  
東京都市大学  

環境学部 教授  

出石 稔  （副座長）地方自治・地方行財政・コミュニティ 
関東学院大学  

副学長・法学部 教授  

秋山 美紀  社会福祉・ソーシャルデザイン  
慶應義塾大学  

環境情報学部 准教授  

垣内 恵美子  文化・教育  
政策研究大学院大学  

政策研究科 教授  

中井 検裕  都市計画・交通計画  
東京工業大学大学院  

社会理工学研究科 教授  

平尾 光司  地域経済・産業振興・イノベーション 
昭和女子大学 学事顧問  

４．会議開催結果について

(1)市長挨拶
福田市長から、「10年間を見通した財政状況は非常に厳しく、限られた予算の中で、

いかに効率的、効果的に地域経営を進めていくかが課題となる。市民の皆さんと地

域の情報を共有することが重要なので、市民検討会議・有識者会議と上手にコラボ

レーションしながら、「先進都市川崎」らしい良い計画を作っていきたい」と挨拶が

ありました。 

(2)座長あいさつ
座長に選任された涌井委員から、「市長から『先進都市川崎』というお話があったが、

この『先進』をどう読み取るかということが我々の役目であり、『課題解決先進都市

川崎』としてのベクトルを示せればと思う」とのご挨拶をいただきました。 

座長 涌井史郎東京都市大学教授 
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(3) 主な意見
＊川崎の発展を支える産業の振興について 

川崎はイノベーション力が強く、人口などは減少していくが、イノベーションにより

カバーできる 

KSPからキングスカイフロントまで世界の先端技術都市として打ち出していくべき 

羽田空港のインパクトを川崎にどれだけ取り込めるかが課題 

＊魅力ある都市拠点の整備と快適な地域交通環境づくりについて 

川崎市は人口の流出入が多いが、定住市民ばかりでなく、若い間だけ川崎で暮らす人

や、昼間に川崎で働く人なども大事にし、市外にも川崎の応援団を増やすことが重要 

＊参加と協働による市民自治の推進について 

市民検討会の意見でも、何かをやってもらいたい、ではなく、何かができる、やりた

いという人が多く、これは川崎の強み 

公助だけでなく、住民自身がお互いに支え合う共助の仕組みと、自助の構図をどのよ

うにつくっていくのかが重要 

今後、行政には、いろいろな主体をコーディネートする役割が求められる 

市内にある大学や、昔より元気で社会貢献意識の高い高齢者は貴重な資源であり、シ

ニアパワーと学生パワーを結びつけた取組が有効 

高齢者の豊かな経験を地域に還流する仕組みづくりが必要 

これからは量ではなく質を追求する時代であり、人口の急増や急速な経済成長の時代

は終わり、ノーマルトレンドへのソフトランディングが必要 

人口減少や財政収支の悪化に対応していくためには、住民の視点に立った大胆な思考

転換が必要 

＊区における総合行政の推進について 

各区の人口動態が異なるので、それぞれの特長をどのように伸ばしていくのかが課題 

＊川崎の都市構造 

東京圏における川崎市は、他都市と機能分担し、ポテンシャルを引き出していくこと

が重要 

南部は産業拠点、北部は住宅地におけるシニアパワーの活用など、地域ごとの多様性

を生かした計画づくりが有効 

＊最幸のまちとは 

人が生きていく中で必要とされ、役割があると実感できる社会が求められる 

豊かさの拡大は限界であり、個人が豊かさを深め、それを実感できること（自己実現）、

豊かさに対する価値観を転換することが重要 


